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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新たに追加したスライド
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東北大学では、様々な海外留学プログラムを提供しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研修先はＸＸＸＸ等となっています。
SAP・FLでは、手厚い経済的支援を行っており、プログラム費＝授業料のほとんどを大学が負担します。それに加え、奨学金が給付される可能性があります。
全学生が対象となっていますが、特に低学年に推奨しているプログラムです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
FL＝Faculty led Programは、東北大学の教員が引率する2週間の海外体験プログラム
短期研修だがテーマに沿って深く学びたい学生向け
事前研修、現地研修、事後研修を通して引率教員が学習をサポート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
短期海外研修の経験を活かし、より長期にわたる留学を目指す学生には「交換留学」という制度を設けています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2021年1月現在で、世界36カ国・地域の249機関と大学レベルで交流協定を、また部局レベルでは、64カ国・地域の494機関と交流協定を締結しています。

東北大学が協定を結んでいる世界トップレベルの大学の中には、日本ではまだ学問として確立していない分野や、専門的に研究されていないテーマを扱う大学、また専門をまたいだ学際的な研究・教育に取り組んでいる大学もあります。海外留学を通じて自分の興味のあるテーマの視野を広げ、異なる教育・研究環境で最先端の学びを得ることができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
http://lovefreephoto.jp/blog-entry-2077.html
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
グローバル萩は年間20～25名程度
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High School Bridging Program


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東北大学にAO入試II期等で一足早く入学が決まった高校生を対象に、国立大学初の取り組みとして海外研修を実施しています。
2019年は、アメリカ・カリフォルニア大学リバーサイド校、アメリカ・ワイオミング大学で研修を実施
現地で授業を受講したり、現地の大学生との交流やホームステイ生活を通して異文化理解を深めました

【参考情報】
2018年実施プログラム対象入試
下記入学試験による平成30年度入学予定者（英語力不問）�・AO入試Ⅱ期（文学部・理学部・工学部・農学部・医学部・歯学部）�・科学オリンピック入試（理学部・工学部）�・国際バカロレア入試（文学部・理学部・工学部・農学部）
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https://www.insc.tohoku.ac.jp/japanese/global/tea/
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At Japanese global cafe held by IPLANET, Japanese
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Twice a month, online B
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